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皮膚に生息する細菌とその影響 

 

1. 皮膚に生息する代表的な菌 

皮膚は体内環境と体外環境を隔てるバリア臓器であると同時に、その表面には多数の細菌などの微生

物が共生し、皮膚特有の微生物集団を構成しています。 

これらはただ皮膚表面に存在するだけでなく、微生物同士あるいは宿主との相互作用を介して安定か

つ複雑な生態系を構成しています。 

今回は皮膚に生息する細菌の代表例 3 つとその特徴について簡単に紹介させていただきます。 

 

菌名 特徴 

表皮ブドウ球菌 

（Staphylococcus epidermidis） 

表皮ブドウ球菌は汗（アルカリ性）や皮脂を餌にグリセリン

や脂肪酸を作り出す。脂肪酸は肌を弱酸性に保ち抗菌ペプ

チドを作り出すことで、黄色ブドウ球菌の増殖を防ぐ。表

皮ブドウ球菌が出すグリセリンは、皮膚のバリア機能を保

つ役割がある。 

アクネ菌 

(Cutibacterium acnes) 

この菌は酸素がある環境ではほとんど増殖できず、死滅す

る。そのため、酸素があまりない毛穴や皮脂腺に存在し皮

脂を餌にプロピオン酸や脂肪酸を作り出すことで皮膚表面

を弱酸性に保ち、皮膚に付着する病原性の強い細菌の増

殖を抑える役割を担う。一般的にニキビの原因と言われて

いる。 

黄色ブドウ球菌 

（Staphylococcus aureus） 

皮膚表面や毛穴に存在する。存在しているだけでは問題は

ないが、比較的病原性が高いため皮膚がアルカリ性に傾く

と増殖して皮膚炎などを引き起こす。傷を受けた皮膚をそ

のままにしておくと化膿し悪化させてしまう。食中毒の原

因菌としても名前が知られている。 

 

2. 皮膚に生息する細菌がもたらす免疫への影響 

 

皮膚の表層には、しわや毛包、皮脂腺などが存在します。 

こうした多種多様な環境にさまざまな細菌が共生しており、上記のように他の菌の増殖を防ぐことで、

外部からの病原体の侵入を妨げているとされてきました。 
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しかし、それだけの役割ではなく、免疫システムの教育にも影響を及ぼすことが示唆されています。 

新生児の時期にはまだ発達途上の免疫システムが、皮膚細菌の定着を炎症反応なしに受け入れます。こ

の免疫寛容は、制御性 T 細胞によって担われていることが明らかになっています 1)。 

実際に、ある研究では 3～5 歳の子供たちの皮膚細菌の多様性と免疫の関係を調べたところ、皮膚細

菌の多様性が高い人は免疫を制御するサイトカインの濃度や制御性 T 細胞の割合が高くなる傾向を示

す結果が得られました 2)。 

この結果から、皮膚細菌の多様性が高い人はそうでない人と比べて過剰な免疫応答が減少し、免疫を

介在とする疾患の発症リスクを低下させる可能性が示されました。 

 

細菌たちの目的はあくまで自分達の繫栄、つまり増殖することです。 

そのために他の微生物の増殖を阻害あるいは他の菌との共生を行います。人間はそのような生存競争

の恩恵を享受しているわけです。 

ただ、そのバランスが崩れると炎症が起こってしまうので、我々に棲んでいる菌たちとうまく付き合っ

ていけるといいですね。見た目はちょっとアレですが。 
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